
データで見る 解説動画とWebテキストの違い
Railsチュートリアル × 反転学習Railsチュートリアル × 遠隔学習

受講者評点がリモートでも伸びた理由
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1. 前提条件の確認 
2. 遠隔学習の評価 
3. 研修等への応用
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1. 前提条件の確認 



プロダクト開発が学べる大型チュートリアル



google.co.jp で ‘Rails’ と 
検索すると1ページ目に表示



リリース @ RWC 2013“自分のペースで勉強でき、達成感があった”

演習科目で採用 (工学院大学・AIITなど)
https://note.com/yasslab/n/na8c64dbde6ef

“質問時間がたっぷりあり、詰まっても安心”



・数十名の受講者 
・遠隔講義の実施 
・反転学習の導入



知識獲得 課題実戦
講義中に 講義外で

一斉学習



知識獲得 課題実戦
講義外で

反転学習

講義中に



講義外は『動画と書籍』で知識獲得



講義中は「対話とサポート』を重視



結果、挫折の数を小さくさせつつ、



学習者からも好評価 😊

https://bit.ly/aiit-railstutorial



リリース @ RWC 2013詳細は RWC 2018 の動画へ

知識獲得 演習重視
講義外で 講義中は

(写真: RubyWorld Conference 2018 における反転学習の講演)



データで見る 解説動画とWebテキストの違い
Railsチュートリアル × 反転学習2018年時点で反転学習は導入済み

そこからさらに伸びたのはまた別の理由
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2. 遠隔学習の評価



（基本は同じはず…!?） 

 受講者の声を聞き, 
 ふりかえり & 改善!

(参考: 毎年のふりかえり社内記事)



現地開催 (2018～) の受講者の声

• 講義に求めている「前提条件」を補足する教材も欲しい 

• わからないところを中心に対応するスタイルは良かった 

• 動画・テキスト等の資料が多くあり安心して取り組めた 

• 質問対応の様子も（学内限定の）動画でふりかえりたい 

• 他の実習系科目でも反転学習の仕組みを取り入れて欲しい
200%のサポート体制が整った講義で分かりやすい



現地開催 (2018～) を受けた改善



遠隔講義 (2020～) の受講者の声

• 動画配信型のため社会人の私にとって負担が軽くなった 

• 問題が非常に練られていて自分の頭で理解し、自分の言葉
で回答しないといけない内容になっていた 

• 課題提出後にすぐレビューされるのは大変ありがたかった 

• 他の方の回答へのレビューも聞くことができるため、 
解答を示される以上にどう考えればいいのかを学べた 

• とにかく講義資料の充実度がすごい
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解答を示される以上にどう考えればいいのかを学べた 

• とにかく講義資料の充実度がすごい お気付きですか?



遠隔講義 (2020～) の受講者の声

• 動画配信型のため社会人の私にとって負担が軽くなった 

• 問題が非常に練られていて自分の頭で理解し、自分の言葉
で回答しないといけない内容になっていた 

• 課題提出後にすぐレビューされるのは大変ありがたかった 

• 他の方の回答へのレビューも聞くことができるため、 
解答を示される以上にどう考えればいいのかを学べた 

• とにかく講義資料の充実度がすごい「遠隔だからoo」
といった声がほぼ無い



データで見る 解説動画とWebテキストの違い
Railsチュートリアル × 反転学習反転学習は遠隔講義の影響を受けにくい

→ ふりかえりと改善による地道な評価向上
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遠隔講義反転学習を導入



研修でも同じ効果
が得られるかも?



1. 前提条件の確認 
2. 遠隔学習の評価 
3. 研修等への応用3. 研修等への応用



法人向けプランを大幅リニューアル

再掲

内製化を支援



https://railstutorial.jp/training

遠隔講義 (2020～) の声も反映



→ 手を動かして学んだことを言葉にする訓練

（徳丸先生との特別対談より引用）
https://note.com/yasslab/n/nd514c04e1849

遠隔講義 (2020～) の声も反映



→ Slack 等に通知して、円滑なチーム学習へ

遠隔講義 (2020～) の声も反映



2021年4月リリース! 
結果は….?



事例: フロント/モバイル研修 (GMOペパボ)
https://note.com/yasslab/n/n4fb0f88e6b20

Ruby on Rails チュートリアル、フロントエンド研修の続編として、宣言的UI
プログラミングと Dart ・ Flutter の基本を学んだ後、チュートリアルで作成し
た Rails アプリケーションのモバイルアプリ版を開発する構成となっています

“
引用: GMOペパボのエンジニア研修2021の資料を公開します 
https://tech.pepabo.com/2021/09/21/newbie-training-2021

https://railstutorial.jp/
https://github.com/pepabo/training/tree/master/frontend-training


事例: セキュリティ研修 (EGセキュアソリューションズ)
https://note.com/yasslab/n/nd514c04e1849



https://note.com/yasslab/n/n629e561f3def

教材支援: ソニックガーデン (学習合宿)



https://note.com/yasslab/n/n99e5e5504439

研修設計: Classi (研修プラン)



連携: 発展教材の制作支援 (Techpit)
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000004.000038934.html



連携: 完走者向けコンテンツ (発展教材)
https://railstutorial.jp/reading_guide

GMOペパボ様の研修資料 (Rails + RSpec)

Techpit 連携 
(Rails + React)

Techpit 連携 
(Rails + CI/CD)

Udemy 動画 
(Rails + Vue.js)



教材をつなげていき, 

再利用/発展しやすい 

研修エコシステムへ.



まとめ



知識獲得 演習重視
講義外で 講義中は

(写真: RubyWorld Conference 2018 における反転学習の講演)

反転学習 × 遠隔講義は相性が良い



地道な積み重ね = 受講者評点が向上



完走者向けコンテンツも充実させ、



内製化を支援

変化に強い ‘研修の内製化’ も支援



データで見る 解説動画とWebテキストの違い
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Thx!

反転学習を導入

年度別の受講者評点 (５点満点)


